令和２年１月２８日
経営幹部各位

公益社団法人　京都工業会

技術・教育委員会
＜ＬＶ（リードタイム・バリュー）分析と動線レイアウト図による自社改革と現状のオモテ化＞
生産革新（ＴＰＳ）徹底実践研究会のご案内
　　現在、激化するグローバル競争、日々変化する市場環境の中、モノづくり企業においては、TPS(トヨタ生産方式)に代表される「売り」「買い」「造り」をスルーに繋ぐことで、市場の変化に柔軟に対応できる生産体制の構築が求められております。
　　このような中、ＶＳＭ「バリュー・ストーム・マップ：モノと情報の流れ図」を活用した生産革新活動の重要性が増しております。
そこで、この度、本会では、そのＶＳＭを更に進化させた「ＬＶ分析と動線レイアウト図」を中核手法に、生産革新活動の事例研究や演習を通し、各社の生産革新活動の推進に寄与すべく「生産革新（ＴＰＳ）徹底実践研究会」を下記により開催いたします。
意欲ある生産革新推進責任者等の皆様のご参加をお勧めいたします。

記

　　　　とき：令和２年３月６日（金）１３：００～１７：００
　　　　対象：生産及び生産技術部門における生産革新推進責任者及びそのスタッフ
　　　　ところ：京都工業会・会議室
　　　　講師：合同会社 ＡＣＣＥＬ チーフコンサルタント 丹治克之氏
　　　　　　　　　＜ご紹介＞

	2002年 長浜キヤノン㈱製造部長、2004年 長浜キヤノン㈱取締役を経て、リーマンショック後の2009年、キヤノン㈱グローバル調達推進センター所長に就任。生産革新を始め多くの改革プロジェクトのリーダーを担当し、改革方法の構築と具体的成果が社内外で高い評価を得て、成果発表での受賞と講演多数。

2013年 キヤノン㈱退職。現在、コンサルタントとして活躍中


　　　　参加費用：工業会会員企業 ６,０００円（消費税10％を含む）/人
　　　　　　　　　会員外企業　　 ９,０００円（消費税10％を含む）/人
　　　　申込方法：添付申込書に必要事項を明記し、来る２月２８日（金）までにFAX（０７５－３５３－００６５）願います。

　　　　　　　　　本会HP （https://www.kyokogyo.or.jp/seminar_detail.php?id=83）からもお申込みいただけます。
　　　　事務局：（公社）京都工業会　業務課長　宮田哲也（TEL 075－313－0755）

＜プログラム＞
	テーマ・講師・内容など

	（１）自己紹介
　（２）はじめに

　（３）講演「C社の生産革新導入経緯から学べること」
　　　　　　「ものづくり改革で持つべき視点」　　

　　　　　　　　～ものづくりの定義と流れを作る技術について～

　　　　　　「現場改革ステップの説明」

　　　　　　　　～実際の現場改革の方法論について～

　　　　　　「現状のオモテ化」

　～ＬＶ（リードタイムバリュー）線図と動線レイアウト図説明～

   ～ＶＳＭによるオモテ化とＬＶ線図＆動線レイアウト図によるオモテ化の違い～　　

　　　　　 ～ＬＶ分線図＆動線レイアウト図による現状のオモテ化からの改善事例～
（４）演習「ＬＶ線図・動線レイアウト図の作成」
　　　　　　　～現状分析表からＬＶ線図と動線レイアウト図を作ってみる
（５）実習結果の報告と講評・アドバイス
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生産革新（ＴＰＳ）徹底実践研究会 参加申込書　〆２月２８日
会社名
　ＴＥＬ
　ＦＡＸ

所在地（〒
）

申込担当者（所属・役職）
（氏名）
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（公社）京都工業会ＦＡＸ　０７５－３５３－０７５５

（ご記入いただいたデータは、当事業の事務連絡のみに活用させていただきます）

